
旬な情報

◆ＳＯＭＰＯひまわり生命で、月に１回治療通院すれば、所定の一時金（例えば

１０万円）をお支払いする「がん保険」が昨年１０月に発売され、好評です。現在の

「がん」治療にマッチした保険になっています。

◆火災保険の改定が１０月に予定されています。まだ詳細は発表されていませんが、

「保険料が高くなること」「今まで最高１０年一括払契約ができた（住宅の場合）のが

最高５年一括契約しかできなくなること」が予定されています。詳細が発表され次第ご連

絡させていただきます。

◆当社では、「終活相談サービス」を開始しました。「遺言」「任意後見人」「医療に関す

る意思表示」等の相談を専門家と提携して対応させていただきます。ご利用ください。

（解説冊子無料贈呈中）

若葉がさわやかに感じられる季節となりました。新年度が始まって1か月が過ぎました

が、通勤や通学で自転車を使うようになった方もいらっしゃるかと思います。新しい

ルートでは、まず初めに危険なポイントを確認しておきたいものです。

一日のうちで交通事故が起こりやすい時間帯は17～19時頃の「夕暮れ時」「たそが

れ時」などと呼ばれる時間帯です。人の目が暗さの変化に慣れず、危険を認識する

のが遅れて事故が発生しやすくなります。

さらに暗い時間になると、 「グレア（蒸発）現象」も危険です。これは、自動車を運

転中に自分の車のライトと対向車のライトが重なり合い反射しあって、ドライバーから

自転車や歩行者などが一時的に見えなくなる現象です。

これらの危険から身を守るためにも暗くなってきたら早めにライトを点灯しましょう。明る

い色の服装や反射材を身に着けることも有効です。

自転車は健康維持にも効果的、安全運転で楽しみたいですね！

自転車を運転する際のリスクに備える自転車保険について、裏面に詳細を掲載しま

すのでご覧ください。
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（本社営業時間：月～金 9:00～17:30 東京オフィス：月～金 9:00～12:00）

このチラシは概要を説明したものです。詳しい内容につきましては、取扱代理店または損保ジャパンまでお問合わせください。
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「自動車を運転される」時、人にケガをさせたり、物を壊したりした場合に多額の賠償を求められるかもしれな
いから、必ず保険に加入すると思います。自動車同様、「自転車を運転される」際にも、保険の検討が必要
です。今回は自転車を運転することでの４つのリスク（危険）とそれに対応する保険についてご説明したいと
思います。

１．第三者への加害リスク
「自転車を運転する」際に、一番重大なリスクです。当社でも、人にぶつかり治療費等で１０００万円
を超える賠償を求められたケースがあります。
⇒このリスクは「個人賠償責任保険（特約）」で対応します。「個人賠償責任保険」は単独商品では
なく、「自動車保険」「火災保険」「傷害保険」等の特約として付帯します。加入の際の注意事項として
は、保険会社による示談代行サービスが付帯されているか確認してください。（示談代行サービス未付
帯の場合は、当事者同士で賠償交渉をせねばならず、大変な手間と心労が発生する可能性がありま
す。)

２．ご自身（運転者）のケガのリスク
運転されるご自身のケガについては、「自動車事故」よりも重傷になることが予想されます。
⇒このリスクは「傷害保険」で対応します。過失の有無にかかわらず、ケガで通院、入院、または後遺障
害、死亡した場合に所定の保険金をお支払いします。「自転車運転中」だけでなく、日常生活全般、
仕事中も含めた形に補償範囲を拡げることも可能です。現在、自転車運転中を含め、交通事故で
ケガをした場合に、治療費の実費等をお支払いできる特約が「自動車保険」にあります。

３．上記１，２の事故解決対応
事故の際に一番面倒なのは、相手方との交渉です。どんな方が相手方になるかわからないため、相手が
１００％悪いにもかかわらず、賠償に応じてもらうことができずに泣き寝入りするケースもあります。
⇒このリスクは「弁護士費用特約」で対応します。自動車保険等に、自動車事故だけでなく、日常生活
の被害事故に対して、弁護士に相談または交渉委任する費用をお支払いする保険（特約）がありま
す。

４．自転車自体の損害
⇒このリスクは相手方に賠償責任がある場合は相手方から賠償を得ることは可能ですが、自爆事故の
際には、一般の保険ではカバーするものはありません。事故が多いから保険会社は引受したくないリス
クです。ただ、自転車購入の際に大きな自転車販売店では加入できるケースはあります。新しく自転
車を購入する時に、販売店に確認してみてください。

（本社営業時間：月～金 9:00～17:30 東京オフィス：月～金 9:00～12:00）

〈取扱代理店〉

「自転車を運転する」リスクと保険

＜引受保険会社＞
損害保険ジャパン株式会社

SOMPOひまわり生命株式会社
第一生命保険株式会社


